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●平成26年度決算関係 

議案第75号 平成26年度北栄町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第76号 平成26年度北栄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第77号 平成26年度北栄町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第78号 平成26年度北栄町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

議案第79号 平成26年度北栄町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第80号 平成26年度北栄町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第81号 平成26年度北栄町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第82号 平成26年度北栄町栄財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第83号 平成26年度北栄町合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第84号 平成26年度北栄町大栄歴史文化学習館特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第85号 平成26年度北栄町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第86号 平成26年度北栄町水道事業会計決算の認定について 

議案第87号 平成26年度北栄町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

報告第 7号 平成26年度決算に基づく健全化判断比率について 

報告第 8号 平成26年度決算に基づく資金不足比率について 

※ 議案第75号～第87号及び報告第7号、第8号は「資料１」による。 

 

●平成27年度予算関係 

議案第94号 平成27年度北栄町一般会計補正予算（第4号） 

議案第95号 平成27年度北栄町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

議案第96号 平成27年度北栄町大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第1号） 

議案第97号 平成27年度北栄町水道事業会計補正予算（第2号） 

※ 議案第94号～第97号は「資料２」による。 

 

●条例制定関係 

議案第88号 北栄町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

番号法（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律）の施行に伴い、個人情報保護制度の必要な整備を行うとともに、より適正な個

人情報の取扱いを確保するため、条例の改正を行うもの。 

（施行日：平成27年10月5日他） 

 

議案第89号 北栄町税条例の一部を改正する条例の制定について 

番号法の施行に伴う個人番号・法人番号に係る規定の整備を行うもの。 

（施行日：平成28年1月1日） 
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議案第90号 北栄町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

番号法に規定する通知カード及び個人番号カードの再交付に伴う手数料について

規定するため、所要の改正を行うもの。（施行日：平成27年10月5日他） 

 

議案第91号 北栄町特別医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

特別医療費助成事業の小児について、現行の15歳を18歳になる年度の3月31日まで

に拡大するもの。あわせて国民健康保険の学生に関する住所地特例を受けている者

については、特別医療についても北栄町の受給者とすることを明記する等、所要の

改正を行うもの。（施行日：公布の日他） 

 

●その他関係 

議案第92号 北栄町まちづくりビジョンの変更について 

平成23年1月に策定した北栄町まちづくりビジョンについて、地方創生の取り組み

をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合を図るとともに、社会情

勢の変化など外部環境要因による新たな政策課題への対応について、追加、修正す

るもの。 

 

議案第93号 工事請負変更契約の締結について（大栄体育館耐震補強工事（建築主体）） 

     契約金額 （変更前） 80,460,000円 

          （変更後） 85,752,000円（5,292,000円増額） 

     主な変更  ・南面外壁胴縁補強による増 ほか 

 

●諮問関係 

諮問第2号 人権擁護委員の候補者推薦に係る意見を求めることについて 

○任期満了の日：平成27年12月31日 

○意見を求める者（任期 平成28年1月1日～平成30年12月31日（3年間）） 

     住  所  鳥取県東伯郡北栄町 

氏  名  畔田

あぜた

敏子

としこ

（再任） 

2



１

（決算額）

億 万 円

億 万 円

億 万 円

（歳入・歳出の主なもの）

　 （歳入） （歳出）

地方交付税 億 万円 民生費 億 万円

町税 億 万円 総務費 億 万円

町債 億 万円 公債費 億 万円

国庫支出金 億 万円 土木費 億 万円

県支出金 億 万円 衛生費 億 万円

繰越金 億 万円 教育費 億 万円

※単位未満切捨て

（健全化判断比率）

実質赤字比率 ％（普通会計による比率。3.66％の黒字）

連結実質赤字比率 ％（全会計による比率。6.34％の黒字）

実質公債費比率 ％（H24～H26の3年平均）

将来負担比率 ％

（企業会計の資金不足比率）

北栄町水道事業特別会計 ％

北栄町下水道事業特別会計 ％

北栄町農業集落排水事業特別会計 ％

北栄町合併処理浄化槽事業特別会計 ％

北栄町風力発電事業特別会計 ％

北栄町大栄歴史文化学習館特別会計 ％

２ 国民健康保険事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

３ 介護保険事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

４ 住宅新築資金等貸付事業特別会計

万 円

万 円

△ 万 円

6,0286

9

6

7,715

2,958

8 8,260

歳 入 総 額 81 2,499 2,056

資料１

一般会計

平 成 ２ ６ 年 度 決 算 の 概 要

14 8,342

歳 出 総 額 78 7,149 6,309

歳入歳出差引額 2 5,349 5,747

23 1,81637 4,865

－

－

13 5,053

4 4,573

5 6,022

5 10

－

14.8

103.1

7 5,102

－

－

－

歳 入 総 額 19 604 5,153

3.0

－

歳入歳出差引額 194 4,303

歳 出 総 額 19 410 850

3,090

歳 入 総 額 16 7,029 876

歳入歳出差引額 3,911 7,786

歳 出 総 額 16 3,117

歳 出 総 額 3,891 8,856

歳 入 総 額 701 2,462

歳入歳出差引額 3,190 6,394
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５ 下水道事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

６ 農業集落排水事業特別会計

万 円

万 円

円

７ 風力発電事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

８ 栄財産区特別会計

万 円

万 円

万 円

９ 合併処理浄化槽事業特別会計

万 円

万 円

円

10 大栄歴史文化学習館特別会計

万 円

万 円

万 円

11 後期高齢者医療事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

12 水道事業会計

（収益的収支）

億 万 円

億 万 円

万 円

（資本的収支）

万 円

億 万 円

△ 1 億 万 円

歳 入 総 額 12 376 1,563

歳入歳出差引額 369 8,266

歳 出 総 額 12 6 3,297

歳 出 総 額 1,737 2,592

歳 入 総 額 1,737 2,592

歳 入 総 額 5 7,129 2,280

歳入歳出差引額 0

歳入歳出差引額 9,385 7,484

歳 出 総 額 4 7,743 4,796

歳 出 総 額 69 7,203

歳 入 総 額 97 8,877

歳 入 総 額 636 5,624

歳入歳出差引額 28 1,674

歳入歳出差引額 0

歳 出 総 額 636 5,624

歳 入 総 額 5,604 8,473

歳 出 総 額 5,246 3,111

歳入歳出差引額 358 5,362

歳 入 総 額 1 4,549 3,855

歳入歳出差引額 35 8,496

歳 出 総 額 1 4,513 5,359

支 出 合 計 2 1,623 7,422

収 入 合 計 2 8,033 1,641

収 入 合 計 7,928 4,800

差 引 6,409 4,219

差 引 3,738 7,718

支 出 合 計 2 1,667 2,518

4



１
．
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

１
．
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

１
．
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

１
．
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

（
単
位
：
％
）

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

（
前
年
度
）

将
来
負
担
比
率

（
前
年
度
）

資
金
不
足
比
率
(
下
水
道

事
業
特
別
会
計
）

（
前
年
度
）

該
当
な
し

該
当
な
し

1
4
.
8

（
1
6
.
4
）

1
0
3
.
1

（
1
2
6
.
7
）

3
.
0

(
2
.
1
)

（
単
位
：
％
）

1
4
.
7
9

1
9
.
7
9

2
5
.
0

3
5
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0
0

3
0
.
0
0

3
5
.
0

◎
用
語
の
説
明

◎
用
語
の
説
明

◎
用
語
の
説
明

◎
用
語
の
説
明

○
早
期
健
全
化
基
準
・
・
・
こ
の
基
準
を
い
ず
れ
か
の
比
率
が
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
り
健
全
化
を
計
り
ま
す
。

○
財
政
再
生
基
準
・
・
・
こ
の
基
準
を
い
ず
れ
か
の
比
率
が
超
え
る
と
、
財
政
再
生
計
画
を
定
め
国
の
関
与
に
よ
り
再
生
を
計
り
ま
す
。

○
標
準
財
政
規
模
・
・
・
地
方
自
治
体
の
一
般
財
源
の
標
準
的
な
大
き
さ
を
示
し
ま
す
。
「
標
準
税
収
入
額
」
＋
「
普
通
交
付
税
」
＋
「
臨
時
財
政
対
策
債
」

市
区
町
村
名

北
栄
町

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準
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２
．
要
因
と
今
後
の
見
通
し

２
．
要
因
と
今
後
の
見
通
し

２
．
要
因
と
今
後
の
見
通
し

２
．
要
因
と
今
後
の
見
通
し

実
質
公
債
費
比
率

○
減

少
の

要
因

○
今

後
の

見
通

し

将
来
負
担
比
率

○
減

少
の

要
因

○
今
後
の
見
通
し

資
金
不
足
比
率
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　
公

債
費

や
公

債
費

に
準

じ
た

経
費

を
標

準
財

政
規

模
と

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
財

政
の

硬
直

化
を

示
し

ま
す

。

　
こ

れ
ら

の
経

費
は

削
減

し
た

り
、

先
送

り
す

る
こ

と
の

出
来

な
い

最
も

義
務

的
な

経
費

な
の

で
、

こ
の

比
率

が
高

ま
る

と

　
財

政
の

弾
力

化
が

低
下

し
、

他
の

経
費

を
削

減
し

な
い

と
収

支
が

悪
化

し
赤

字
団

体
に

な
る

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

　
特
別
会
計
の
実
質
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
お
り
、
資
金
不
足
比
率
が
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
2
6
年
度
資
金
不
足
比
率
の
算
定
方
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
繰
延
収
益
は
資
金
可
能
不
足
解
消
額
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
資
金
可
能
解

消
可
能
額
が
減
少
し
、
比
率
は
0
.
9
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
2
4
年
度
で
事
業
は
完
了
し
ま
し
た
が
、
起
債
の
償
還
は
今
後
も
続
く
た
め
、
引
き
続
き
資
金
不
足
の
状
態
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　
一
方
、
起
債
残
高
の
減
少
に
よ
り
資
金
不
足
解
消
可
能
額
は
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
、
比
率
を
引
き
下
げ
る
要
因
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
将
来
負
担
の
主
な
要
素
で
あ
る
一
般
会
計
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
起
債
残
高
が
今
後
減
少
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
い
将
来
負
担
比
率

も
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

・
一

般
会

計
、

下
水

道
事

業
特

別
会

計
起

債
残

高
の

減
少

・
充

当
可

能
財

源
の

増
加

・
一
般
会
計
公
債
費
、
債
務
負
担
行
為
に
係
る
支
出
の
減
少

・
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
た
公
債
費
の
増
加

　
地

方
債

の
現

在
高

等
、

将
来

負
担

す
べ

き
債

務
を

標
準

財
政

規
模

と
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
負

担
の

程
度

を
示

し
ま

す
。

　
こ

の
比

率
が

高
い

場
合

は
、

一
般

財
源

の
規

模
に

比
べ

て
将

来
負

担
額

が
大

き
い

と
い

う
こ

と
に

な
り

、
今

後
実

質
公

債
費

　
比

率
が

増
大

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
財

政
運

営
上

問
題

が
生

じ
る

可
能

性
が

高
く

な
り

ま
す

。

　
平

成
2
2
年

度
を

ピ
ー

ク
に

元
利

償
還

金
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
実

質
公

債
費

比
率

も
減

少
し

て
い

ま
す

が
、

比
率

増
加

の
要

因
と

な
る

下
水

道
事

業
債

へ
の

繰
出

が
今

後
も

高
止

ま
り

す
る

見
込

み
で

あ
る

ほ
か

、
普

通
交

付
税

の
減

額
も

見
込

ま
れ

て
い

ま
す

の
で

、
今

後
も

新
た

な
借

金
を

な

る
べ

く
抑

え
る

な
ど

、
改

善
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

　
一

般
会

計
等

の
実

質
赤

字
に

あ
た

る
も

の
で

あ
り

、
公

営
企

業
に

お
け

る
資

金
不

足
の

状
況

を
示

し
ま

す
。

　
こ

の
比

率
が

高
く

な
る

ほ
ど

事
業

規
模

に
比

し
て

累
積

さ
れ

た
資

金
不

足
が

発
生

し
て

お
り

、
経

営
状

況
に

問
題

が
あ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

　
資

金
不

足
の

う
ち

、
将

来
の

料
金

収
入

等
で

解
消

す
る

こ
と

が
予

定
さ

れ
て

い
る

部
分

は
、

資
金

不
足

額
か

ら
差

し
引

い
て

計
算

さ
れ

ま
す

。

○
北
栄
町
の
状
況

○
今
後
の
見
通
し
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◎
健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
に
つ
い
て

◎
健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
に
つ
い
て

◎
健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
に
つ
い
て

◎
健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
に
つ
い
て

一
般
会
計

普
通
会
計

特
別
会
計

←
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

←
国
民
健
康
保
険
事
業

←
後
期
高
齢
者
医
療

　
公
営
事
業

←
介
護
保
険
事
業

　
会
計

←
上
水
道
事
業

う
ち

←
下
水
道
事
業

公
営
企
業

←
農
業
集
落
排
水
事
業

会
計

←
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

←
風
力
発
電
事
業

←
大
栄
歴
史
文
化
学
習
館
事
業

　
鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

北 栄 町

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

資 金 不 足 比 率

【
普
通
会
計
】

地
方
財
政
統
計
上
、
統
一
的
に
用
い
る
会
計
区
分
。

全
会
計
か
ら
公
営
事
業
会
計
を
除
い
た
も
の
。

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率
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■９月定例議会提出補正予算

１ 一般会計補正予算（第４号）

（主な歳入）

普通交付税 千円

国庫支出金・県支出金 千円

財政調整基金繰入金 千円

前年度繰越金 千円

（主な歳出）

財政調整基金積立金 千円

庁舎統合整備事業 千円

生活困窮者自立支援事業 千円

由良こども園管理運営事業 千円

企業等農業参入促進支援事業 千円

園芸産地活力増進事業 千円

畜産振興事業 千円

観光振興事業 千円

道路維持管理事業 千円

(財政調整基金の状況）

当初予算時残高 千円

3号補正後残高 千円

 4号取崩額(△) 千円

 4号積立額 千円

現在高 千円

２ 介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

　（補正の内容） 繰越金の計上、国庫支出金等返還金の増

３ 大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第１号）

　（補正の内容） 修繕費、工事請負費の増

４ 水道事業会計補正予算（第２号）

　（補正の内容） 工事請負費の増

5,530

資料２

平成２７年９月定例議会補正予算（案）概要

　現計予算額8,108,251千円　　補正額343,526千円　　補正後の額8,451,777千円

201,463

30,991

4,807

20,400

7,000

6,519

6,200

△99,567

208,059

243,226

8,433

12,000

1,482,933

1,410,432

△ 99,567

243,226

1,753,225

　現計予算額 1,601,983千円　　補正額 40,553千円　　補正後の額 1,642,536千円

　現計予算額 　52,987千円　 補正額　2,184千円　 補正後の額　55,171千円

収益的支出　現計予算額 255,383千円　補正額  3,532千円　補正後の額 258,915千円

8


